
京都市総合教育センターにおける駐車場の整備及び管理運営の事業予定者選定評価基準 

 
１ 目的  

  京都市総合教育センターにおける駐車場の整備及び管理運営の事業予定者を選定するために

行う評価について、必要な事項を定める。 
 
２ 評価方法 

  事業者から提案書等の提出を受け、以下に示す項目に基づいて総合的に評価し、事業予定者

を１者選定する。 
 
３ 評価項目   

 ⑴ 使用料（２０点） 

   以下の表に基づいて提案価格を点数化する（小数点以下は切捨て）。 

 

 

 

 

⑵ 提案内容（５５点）、事業遂行体制（１０点）、収支計画（５点）、実績（５点）、追加項目点（５点） 

  提案資料の内容に基づき、各選定委員が採点を行い、その平均を提案者の点数とする。 

 ア 評価項目及び配点 

  「３⑶ 提案内容評価表」に基づき採点を行う。 

 イ 評価方法 

  (ｱ) 評価点の考え方 

     評価対象の各項目を以下の４段階で評価する。 

     

 

 

 

 

 

 

  (ｲ) 項目加重点の考え方 

     評価項目の重要度に応じて、項目ごとに加重点を設定する。 

     （例）５点（評価点）×４点（項目加重点）＝２０点 

 ウ 追加項目点 

   事業者が市内中小企業である場合は、合計得点に５点を加算する。 

提案価格 点  数 

最高価格を提案した者（a） ２０点 

上記以外の者（b） ２０点×（b）価格／（a）価格 

評   価 評価点 

本市の要求水準を上回っており、優れている。 ５点 

記述に具体性があり、本市の要求水準を満たすが、

それ以上の評価要素はない。 
３点 

記述に具体性がない。 １点 

記述がない、又は本市の要求の意図に反している。 ０点 



⑶ 提案内容評価表 

  各評価項目における評価事項、評価点、項目加重点、配点は以下の表のとおりとする。 

評価項目 評価事項 
評価点 

（満点） 

項目 

加重点 

配点 

（満点） 

 

 

 

提案内容 

（55 点） 

不特定多数の駐車場利用者が想定さ

れるが、敷地内での事故防止等、施設

利用者等の安全・安心に利用できる工

夫・対策が適切に施されているか。 

５ ５ ２５ 

不特定多数の駐車場利用者が想定さ

れるが、敷地内の維持管理・防犯対策

が適切に施されているか。 

５ ４ ２０ 

敷地内の無断駐車・駐輪を防止する工

夫・対策が適切に施されているか。 
５ １ ５ 

駐車場の一般利用者がわかりやすい

レイアウト・設備等が施されている

か。 

５ １ ５ 

事業遂行体制 

（10 点） 

緊急時のトラブル対応を含め、業務の

実施体制が十分で事業を的確に遂行

できる体制か。 

５ ２ １０ 

収支計画 

（５点） 
収支計画は妥当か。 ５ １ ５ 

実   績 

（５点） 
官公庁等における事業実績 ５ １ ５ 

使 用 料 

（20 点） 
提案価格 「３⑴（b）のとおり」 ２０ 

追加項目点 

（５点） 

本市区域内に本店又は主たる事業所

を有する中小企業か。 

※ 該当する場合は５点 

  ５ 

合計 １００ 

   

４ 事業予定者の決定方法 

  評価項目の各点数の合計点が最も高いものを事業予定者とする。 

  ただし、使用料が募集要項「５(４) 使用料」で定める最低使用料を下回る場合については

失格とし、評価対象外とする。 

  なお、すべての項目の合計点が６０点かつ提案内容の合計点が３０点に満たない場合は、

最も高い点数であっても事業予定者としない。 


